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遠目には白く、足元は黒く                         

 

  毛猛山塊   足沢山～百字ヶ岳 

 

                                 佐貫 

【日時】 2013年4月28日(日)～29日(月) 

【メンバー】L佐貫、棚橋 

 

 4/28 曇り後晴れ 風やや強い 

前夜、大白川駅に着いて車の中で仮眠していると、未明にバケツをひっくり返したよ

うな大雨。気が気ではなかったが起きる頃には止んでいてホッとした。除雪終了地点に

車を停めて歩き出すが、六十里越国道は全部除雪されていてプラブーツでの歩きが快適

とは言い難い。これなら途中まででも通してくれればいいのに…。 

 1時間半程歩いて大雪崩沢2号スノーシェッドに到着し、すぐ横の只見線の鉄橋を使っ

て末沢川を渡る。尾根末端の地形や川を渡れるポイントを考えて地形図でアタリを付け

た取付き地点だが、どうやら残雪期の足沢山方面に登る人にはよく使われるルートのよ

うで、先行していた男性二人のパーティーもここを登っている模様だ。最初は雪の上の

足跡をたどったが次第に傾斜が増してきたので左手の尾根に移ると、なんとそこには踏

み跡がありちょっとした登山道レベルの歩き易さである。ほどなく先行パーティーを追

い越し、あれれ道だよ～と言いながら少し登っているうちに尾根が広くなって雪の斜面

に変わった。気分良く歩いているとあっという間にこの広い尾根が終わり、足沢山まで

は稜線上にビッシリと木々の茂る緑の稜線が続いているのが分かった。来る前に薄々気

づいてはいたがやはりこの時期では遅かったのだ。 

 あまりに雪のついていない尾根を見て足沢山までの所要時間を危ぶんだが、何とこの

藪尾根にも（遠目には分からないが）鉈目や踏み跡があり「手入れの悪い登山道レベル」

の径となっていた。ストックがひっかかるのを我慢すれば何とか普通に歩けることが分

かり、気を取り直して歩く。足沢山が近くなってきた所で「径」は急に藪っぽくなり、

そこから脱出すると一面の雪尾根に労われた。やっとここからは雪の上を歩けるのか、

と嬉しく思いながら2月に足沢山に着いた。この時点では藪からの解放がほんの僅かな

区間であるとは思っていなかった。 

 遠目には雪堤が続いていそうに見えた太郎助山までの稜線…足を踏み入れてみると

「雪堤」は稜線から10ｍ以上もずり落ちており、そこら中が割れている。つながってい

るように見えるのは前日に降った少々の雪によるお化粧のせいだ。足沢山の次の小ピー

ク1084mの前後は特に雪の落ち方が大きく、先行者の姿が尾根のはるか下側をトラバー

スしているのが見える。なかなか微妙な所で雪庇を乗っ越さないと進めそうになく、気

温も上がってきたので仕方なく安全策で藪の中央突破を選択した。その先も可能な限り

雪を拾ってはいくものの、随所で割れ目に阻まれて藪漕ぎを余儀なくされる。やはりこ
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こを快適に歩くには4月半ばまでか、よほど雪が多く3月～4月にかけて気温があまり上

昇しない年を選ぶ必要がありそうだ。百字ヶ岳まで足をのばすかどうか少し迷ったが、

冷たい風が終日強く吹いていたこともあり、太郎助山手前の平坦地を掘り下げてテント

を張ることにして行動終了とした。 

  

 4/29 快晴 

 ここまでの時間のかかり方を考えると檜岳は無理そうだが、まずは百字ヶ岳を目指し

て薄暗い中出発。太郎助山から眺める稜線は今日もシュルンド踏み抜き注意報、藪漕ぎ

警報発令中といった雰囲気である。尾根が細いこともあり雪の落ち方が激しい。灌木を

かき分け、かろうじて残った雪に乗ること1時間少々で百字ヶ岳に到着した。 

 さて檜岳は、と進退会議。雪がつながっていそうに見えるものの、よくよく眺めると

最低鞍部までの下りと登り返し

部分の稜線は殆ど藪が出ている。

雪と藪のコンタクトラインには

昨日の状態から想像するに割れ

目が多そうだ。計画では2泊の日

程だったが3日目は雨予報なので

今日中に下山したいし、というこ

とで、今回はここまでとする。引

き返すなら雪が腐らないうちに

なるべく進みたいので幕場でさ

っさと荷物をまとめ、戻り始める

と昨日の2人パーティーの姿が見え

た。藪に閉口して昨日は手前で泊ま

り、今日は太郎助山まで行こうかとしたが引き返してきたとのこと。確かにうんざりし

ますよね。 

行きよりは雪の付き具合も分かっているので多少雪の上を歩く割合が増え、少し気分

が楽になったが、足沢山からは行きと同じ藪っぽい踏み跡歩きだ。暑さによろめきなが

ら取付きまで戻り、長い国道を歩いてあと少しというところで只見線の列車が通り過ぎ

て行った。新潟・福島豪雨被害により只見～会津川口間が不通となってしまった只見線、

春の山を眺めながら完乗できる日は来るのだろうか。 

【行程】 

4/28 ゲート(6:32)～取付(7:57)～足沢山(11:34/40)～太郎助山直下Co1375mC1 

(14:57) 

4/29 C1(4:25)～太郎助山(4:37)～百字ヶ岳(5:51/58)～C1地点(6:50/7:30)～足沢山

(9:37/52)～取付(12:06/16)～ゲート(13:33) 

【地形図】守門岳、毛猛山 


